
聴覚障害者専用衛星テレビ放送の受信実験と学内放送での実用化

筑波技術短期大学内野權次川口博石原保志

本学の聴覚部教育方法開発センターでは，聴覚障害者専用の衛星放送の実現のために以前から種々検討を

し，各方面との情報交換をしてきたが，1995年１１月，全日本ろうあ連盟と郵政省が共同で標記放送の実験を

するとの情報を得た。その後，この実験に本学で開発した「リアルタイムのビデオ字幕挿入装置」を用いて，

字幕提示に関する放送効果を評価することがきまった。本報告は，本学がこの実験放送に，送信側と受信側

の両者に参加したが，その受信側についての報告である。

また，上記実験の進行中に障害者を支援する社会福祉団体の「やまびこ会」によって「やまびこテレビ株

式会社」が設立され，平成７年１０月８日から試験放送を開始した。本年４月から「ろう者のための専用衛星

放送」をしている。現在はまだ試験放送段階であり週２日±，日の１６：００～２０：００の間放送している｡，い

づれ本放送に切り替わる予定である。この放送を本学で受信し，学内広報設備であるテレビ放送システム

（ＣＡＴＶ）を通じて，平成８年10月から全学放送（学生寄宿舎の個室も含む）を開始した。放送の受信シ

ステムや受信方法および受信結果等々について報告する。

キーワード聴覚障害，衛星放送，ＣＳ通信衛星放送，聴覚障害者専門衛星放送，ＣＡＴＶ，学内広報

やまびこテレビ

１．実験放送に至る経過の概要

・平成５年５月に「障害者利用円滑化法」（略称）が制

定ざれ字幕番組や解説番組等の制作費に対しての助成

を行う制度が制定された。

・平成５年10月「文字放送普及推進協会」設立

・平成６年４月身体障害者の日常生活用具給付または貸

与の対象に「文字放送デコーダー」を追加

・平成５年３月政府の障害者施策推進本部が「障害者対

策に関する新長期計画」を決定し，その重点施策実施

計画として障害者プランの内の放送関係について，①

字幕や解説番組に対する制作費の助成。②効率的な番

組制作技術の研究開発を推進し，障害者向け放送番組

の充実をはかる。③視覚・聴覚障害者向け専門放送シ

ステムの開発を行い，視覚聴覚障害者が放送を通して

十分に情報にアクセスできるような環境整備を図る」

ことなどが盛り込まれた。

・平成７年10月「視聴覚障害者向け専門放送システムに

関する調査研究会」が４回開催された，同年12月９日

聴覚障害者向け専門衛星放送の実験を実施した。

・平成８年３月３日には，同一の方式で全日本ろうあ連

盟の主催で実験放送を実施した。どちらの実験にも本

学が参加した。

第２回目の放送の字幕評価用の番組は本学のビデオス

タジオと字幕挿入機器を用いて共同制作した。

２．実験の概要と実験システムの構成

第一回目の実験（1995.12.9）は障害者の日に実施し

た。内容は，(1)聴覚障害者専用放送の必要性や通信衛星

（ＣＳ）放送の仕組み

(2)「情報格差解消」を目的とした番組内容，字幕，手

話，映像等々の方式評価ための放送

(3)「聴覚障害者情報の発信」を目的とした番組などで

あった。

第２回目は全日本ろうあ連盟独自で実験を実施した。

なおこの実験の放送番組の制作には，字幕挿入，ビデオ

撮影，ビデを編集等を本学のスタジオ設備と技術スタッ

フが参加協力をして実施した。

【実験の主な内容】

テレビ電波を介しての非常信号の受信テストについて

は東京の受信会場でのみ特別に実施された。

(1)「情報格差解消」番組では，ＮＨＫ「７時ニュース」

の字幕放送について，－部要約とリアルタイムに近い

放送の比較，阪神・淡路大震災，ＮＨＫ教育ＴＶ番組

の字幕放送

(2)「聴覚障害者情報の発信」番組では，各地の情報提

供施設の作品や制作情景の紹介

(3)呼びかけ

「聴覚障害者専用放送の番組はみんなでつくる.'」

等々の放送を行った。

【受信放送システム】

ＣＳ通信衛星のスーパーバードＢ（第１図専用衛星放送

通信システムの構成図を参照）を使って実施された。受

信装置は，チューナーにＳＡＴ－７５，デコーダーをＳＡ

Ｕ－７５，アンテナはＳＮＡ５０Ｃ５を使用した。いずれも

ＳＯＮＹ製のものである。
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４．やまびこテレビの受信と学内再送信システムの構築

やまびこテレビはＣＳ放送のJCSAT2衛星を使用して

いる。サービスエリアがスパーバードに比べてやや狭い

のでアンテナ利得の１ランク高いものを使用する方が望

ましい。推奨はＳＯＮＹのものではSNA-60C5（関東，

東海，北陸，関西地区に適用可能）であり，その外側の

地域ではSAN-75C2が必要となる。但し北海道での受信

はこれでも受信電波が弱くなるのでアンテナブースター

の用意等が必要である。

(1)衛星の位置

東京での角度

JCSAT2(東経162｡）スーパーバードＢ(東経154｡）

仰角45.9。42.3･

方位角157°145゜

(2)本学で設置した実装システム

やまびこテレビでは，放送受信機器を無償貸し出し方

式となっている。従って本学とやまびこテレビ株式会社

で借用契約を結んで受信装置の設置を実施した。

使用機器は

アンテナ・・・・５０Ｃ－５５

チューナー・・・ＡＴＣ－ＯＯ７Ｇ

何れもやまびこテレビ指定の仕様lこよるもの

これらを第２図のように接続し，実際の電波を受信した

がアンテナからの受信信号出力が少々パワー不足であっ

たので，チューナーとアンテナ間にＢＳ・ＣＳブースター

[主な仕様］

アンテナ形式

受診周波数

出力周波数

アンテナ利得

ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ利得

反射鏡短経

受診方式

受信チャンネル

通信受信ﾁｬﾝﾈﾙ

検波出力

オフセット型パラボラ

１２．２－１２．７５ＧＨｚ

１，０００－１，５５０ＭＨｚ

35.1ｄＢ

５５±５ｄＢ

５００ｍｍ

ＮＴＳＣカラー

ＳＣＣ／Ｓ１－Ｓ１１

ＳＣＣ／１～2３

０．６７Vp-p，７５Ｑ

この受信出力を，本学の講堂の100インチ大型ビデオ

プロジェクターの画面で投影して評価実験を行った。

３．実験の結果と評価

(1)放送の受信状況と画質，受信状況は非常に良好であっ

た。画像にゴースト（二重画像）は全くなく，ノイズ

（雑音）も少なく通常のＴＶ放送より良好であった。第

一回目の実験結果のアンケートが調査研究会(1)から発表

になった。実験の評価は全国12カ所，557人の聴覚障害

者が参加して行われた。その結果，専門テレビ放送局の

利用についての要望は「ぜひ利用したい」７７．７％と「利

用したい」を合計すると91.5％と非常に高かった。一方

現在の放送番組への字幕を付けほしいとの要望も77.7％

と高率を示しており通常放送に対する字幕放送の要望が

強いことも事実である。また番組に手話を付けて欲しい

との要望も字幕に次いで高い値を示している。
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図１聴覚障害者専用衛星放送通信システムの構成図
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6）アンテナの仰角を固定して，方位角を約10゜近く右

（南方）に向ける。

ここで青色バックカラーが消えて，白黒のまだら画

面がちらりと見える所を探す。

7）次にテレビモニターの画面を見ながら注意深く方位

角と仰角について微調整を行う。

２９ＣＨでは，ＪＣ－ＳＡＴ２のテストパターンが常

時放送されているのでこれが画面で明瞭に受像できよ

うに調整する。

8）テストパターンが見えない時は別の衛星を受信して

いることになるので，２)～7)の調整を繰り返す。

9）次に受信チャンネルを６ＣＨに切り換えてやまびこ

テレビの受信状態に設定すれば終了である。

以上は，本学でアンテナ設置時に，比較的簡単にＪＣ

ＳＡＴ２衛星の電波を見つけてアンテナ角度を調整する

方法について実験したので参考までに記述してみた。

(4)放送の内容と学生の反応

放送内容は，多岐にわたり日常生活に必要な情報や教

育番組,教養,娯楽まで様々な企画が取り入れられている。

実際放送された番組の一例を示すと下の表のようになる。

放送番組には本学の学生や教官の講演会の様子等も放送

ざれいる。現状では相当の人達の人気を得ているようで

ある｡ただ一つ残念なことは，２から６週間くらいの周期

で再放送番組が多く，新しい番組の入れ替えが少ないこ

とである。放送番組の作成費がかかるので仕方がないこ

とでもある。できるだけ多くの視聴者が参加することに

よってこの放送を支えて行くための必要性を感じている。

と信号減衰器を追加し，受信感度の調整をした。使用し

た機器はマスプロアンテナの下記のものを用いた。

ＢＣＢ２０ＬＡ950-1880ＭHz利得17～22ｄＢ

信号減衰器〃-5ｄＢ

チューナーの出力は，「学内広報用ＣＡＴＶ放送システ

ム」文献(2)(3)に接続し，学生の寄宿舎（個室を含む）

キャンパス内全域に放送している。

(3)ＪＣＳＡＴ２の電波の探索と受信アンテナの調整方

法について

ここでやまびこテレビ受信のためのＪＣＳＡＴ２の電

波を探すのに，以下のような技法を用いると比較的簡単

に調整が可能なのでここに記述しておく。台風や突風等

の後に画像の受信が異常となった場合この方法を用いて

確認すると簡便である。

1）ＣＳチューナーの電源を投入する。

2）チューナのリモコンの[SAT]で受信衛星を選択する。

ここではＳＣＣ（スーパーバード）を選択する。

（順次押すと他の衛星の名前が表示される）

3）ＣＳチューナーのチャンネルを放送モードのｌｌＣＨ

に設定する。

4）パラボラアンテナの方向をスーパーバード２号の方

向に方位角と仰角を設定し，衛星放送が受信できるよ

うにアンテナの角度を調整する。スーパーバードの電

波は強力なので探しやすい。

5）チューナーの選択を2)と同様の操作でＳＣＣから

ＪＳ－ＳＡＴに切り換える。次に受信チャンネルを２９

ＣＨにする。

やまびこテレビ放送番組の一例
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１２月２１曰(土） １２月２２曰(曰）

4:００なんでも相談室

第５回医療相談

教育相談

法律相談

4:００手話教室第４回

楽しく遊ぼう水族館！（NbL2）

4:３０この指とまれ！

ﾐｽﾃﾘｰ列車～ﾚｲﾙＣＬＵＢ～

5:００爆笑１手話テレビ

寄席第８回

手話落語／二人羽織／手話大喜利

出演：楽福亭金魚他

5:００ＹＳＣフォーラム

伝説のパフォーマー

バーナード・プラッグ

～手話で世界を歌う～

6:００この指とまれ！

第６回デフ本音トークタイム

～阪神大震災

その時、あなたは～

6:００この指とまれ！

第７回デフ本音トークタイム

～ママの子育て

井戸端会議～

7:00キャッチアップ

ナイスピープル

あなたの声が聞こえる！！

Mr.&Mrs､ﾗｲｼｬﾜｰ物語

7:００ホット ● 宅急便第１回

～全国ＹＳＣ記者レポート～

あなたに届けます

熱い思いと暖かい出会い



５．今後の課題

この実験とやまびこテレビの学内放送化を進めながら

感じたことは，衛星放送の技術が進歩し，デジタル放送

が開始された今日，放送チャンネル数を大幅に増設する

ことがが可能となったので，出来るだけ早期にやまびこ

テレビの他にも聴覚障害者専門放送が実現し，しかも最

新の先端技術や多角的なメディアを活用して，手話や字

幕情報を用いた放送の実現をすべきであると思う。この

ことにより放送メディアを通じて聴覚障害者同志及び健

聴者と聴覚障害者相互で離れた場所から多元的に意見交

換ができるようになる。より多くの聴覚障害者が一般社

会で情報交換における不利益を被らないような社会環境

を実現することすることが必要であると思う。また通常

のテレビ放送においては，字幕放送を出来る限り増やす

必要があり，そのためには時間と費用のかからない字幕

挿入装置の開発が必要である。このことは聴覚障害者専

用番組の制作コストを下げることにもつながり，かつ容

易に番組の制作が可能になるであろう。また，インター

ネットとの組み合わせにより一方的な放送ではなく，視

聴者との対話型の放送システムの検討等も今後の課題で

る。

衛星放送アンテナ

５０Ｃ－５５
モニターテレ

ビ

画

蝋ｒ 学内広報ＣＡＴＶ

放送装置衛星放送チューナー

ＡＴＣ－ＯＯ７Ｇ

１７～２２ｄＢ

第２図やまびこテレビ装置接続構成図
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